
  
 

波津子―レディの肖像 

作：有吉朝子 
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＊ 

作
品
の
著
作
権
は
作
者
に
帰
属
し
ま
す
。
無
断
の
上
演
・
掲
載
・
引
用
・
配
布
等
は
固
く
お
断
り 

申
し
上
げ
ま
す
。 

＊ 

今
後
の
改
稿
を
目
指
す
進
行
中
の
戯
曲
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
の
う
え
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

       

■
場
所 

 

関
東
大
震
災
か
ら
一
年
が
過
ぎ
た
、
大
正
一
三
年
の
秋
、
東
京
府
立
精
神
病
院
の
一
室
。 

 

■
登
場
人
物 

レ
デ
ィ
（
星
崎
波
津
子
）…

士
族
の
娘
。
明
治
の
高
官
、
九
鬼

く

き

隆
り
ゅ
う

一い
ち

の
元
妻
、
哲
学
者
九
鬼

く

き

周
造

し
ゅ
う
ぞ
う

の
母
。

夫
の
部
下
で
妻
帯
者
の
岡
倉
覚
三
（
天
心
）
と
恋
愛
。
そ
の
後
精
神
病
院
へ
強
制
入
院
、
三
〇
年
近
く

を
院
内
で
過
ご
す
。
九
鬼
の
死
後
、
退
院
。 

 

和
田
三
郎…

岡
倉
覚
三
と
彼
の
姪
、
貞
と
の
間
に
生
ま
れ
た
婚
外
子

こ

ん

が
い

し

。
里
子
に
出
さ
れ
和
田
姓
を
名
乗

る
。
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
に
進
学
、
精
神
科
医
と
な
り
某
東
京
府
立
病
院
に
赴
任
す
る
。 

 

■
こ
の
前
の
状
況
。
前
日
、
三
郎
の
持
ち
物
の
中
か
ら
レ
デ
ィ
が
「T

H
E

 W
H

IT
E

 F
O

X

」
の
原
稿
を

盗
ん
で
い
る
。
今
日
に
な
っ
て
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
三
郎
に
伝
え
、
取
り
に
来
る
よ
う
伝
言

し
た
。
そ
こ
で
、
三
郎
が
レ
デ
ィ
の
病
室
に
来
た
。
三
郎
は
レ
デ
ィ
が
、
レ
デ
ィ
は
三
郎
が
、
そ
れ
ぞ

れ
覚
三
の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
を
、
確
信
し
て
い
る
。 

 

■
二
人
の
対
話
と
も
う
一
人
の
語
り
手
に
よ
る
劇 
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中
央
に
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
。
飾
り
棚
に
ク
リ
ス
タ
ル
の

水
差
し
と
グ
ラ
ス
。
高
い
場
所
に
小
窓
が
ひ
と
つ
。 

女
が
銀
の
ポ
ッ
ト
か
ら
お
茶
を
注
ご
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
離
れ
て
白
衣
を
着
た
男
が

一
人
。 

 

三
郎 

い
い
か
げ
ん
に
し
な
さ
い
。 

レ
デ
ィ 

…

。 

三
郎 

あ
な
た
は
昨
日
、
宿
直
室
に
忍
び
込
ん
で
僕
の
私
物
を
勝
手
に
か
き
回
し
、
中
の
英
文
詩
を

持
ち
去
っ
た
。「T

H
E

 W
H

IT
E

 F
O

X

」
は…

。 

レ
デ
ィ 

W
H

IT
E

 F
O

X

、「
白
い
狐
」。
狐
の
名
前
は
コ
ル
ハ
。 

三
郎 

人
か
ら
預
か
っ
た
大
切
な
オ
ペ
ラ
原
稿
で
す
。
僕
は
ず
い
ぶ
ん
探
し
た
ん
だ
。 

 

レ
デ
ィ
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
を
三
郎
に
差
し
出
す
、
三
郎
、
身
振
り
で
拒
絶
す
る
。
レ
デ
ィ
、

そ
の
カ
ッ
プ
か
ら
お
茶
を
一
口
。 

 

三
郎 

翌
日
の
今
に
な
っ
て
、
看
護
人
を
使
っ
て
呼
び
出
し
た
く
せ
に
、
こ
う
し
て
取
り
に
来
て
も

ま
だ
返
さ
な
い
。 

レ
デ
ィ 

（
お
茶
の
葉
が
唇
に
つ
い
た
の
か
、
そ
れ
を
指
で
取
り
な
が
ら
）
え
え
、
本
当
に…

。 

三
郎 

い
い
か
ら
早
く
渡
し
な
さ
い
。 

レ
デ
ィ 

読
み
始
め
た
ら
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
の
。 

三
郎 

嘘
は
止
し
な
さ
い
。 

レ
デ
ィ 

嘘
？ 

三
郎 

英
文
詩
で
す
よ
。 

レ
デ
ィ 

私
が
英
語
を
読
む
の
は
変
？ 

三
郎 

…

。 

レ
デ
ィ 

赴
任
し
た
ば
か
り
で
ご
存
じ
な
い
の
は
仕
方
が
無
い
け
ど
、
こ
の
レ
ベ
ル
、
読
め
る
方
は
他

に
も
い
ま
す
。
同
じ
病
棟
の
常
盤
さ
ん
は
英
文
科
を
卒
業
し
て
る
、
松
田
さ
ん
は
貿
易
会
社

で
タ
イ
ピ
ス
ト
、
お
名
前
を
伏
せ
て
る
け
ど
、
さ
る
富
豪
の
お
嬢
様
は
英
会
話
で
お
育
ち
に

な
り
、
夢
を
見
る
の
は
英
語
だ
（
そ
う
よ
）…

。 

三
郎 

ま
さ
か
誰
か
に
（
貸
し
た
）…

。 

  

レ
デ
ィ
、
椅
子
の
背
か
ら
原
稿
の
束
を
取
り
出
す
。 

 

レ
デ
ィ 

い
い
え
、
こ
こ
に
。 

三
郎 

他
人
の
物
を
黙
っ
て
持
ち
去
る
の
は
窃
盗
で
す
。 

レ
デ
ィ 

お
っ
し
ゃ
る
通
り
。 

三
郎 

宿
直
室
へ
の
出
入
り
も
禁
止
で
す
。 



3 

 

レ
デ
ィ 

で
も
私
は
あ
そ
こ
が
好
き
。 

三
郎 

は
？ 

レ
デ
ィ 

新
聞
が
読
め
る
か
ら
。 

三
郎 
談
話
室
に
も
あ
る
。 

レ
デ
ィ 

で
も
あ
そ
こ
が
落
ち
着
く
の
、
野
心
の
匂
い
が
し
て
。 

三
郎 

野
心
？ 

レ
デ
ィ 

（
頷
い
て
）「
な
ぜ
精
神
は
病
む
の
か
」…

こ
の
原
因
を
、
誰
よ
り
先
に
自
分
が
見
つ
け
た
い

と
い
う
先
生
た
ち
の
野
心
。
脳
と
い
う
臓
器
の
器
質
的
な
い
し
は
機
能
的
変
化
な
の
か
、
そ

れ
は
遺
伝
に
基
づ
く
の
か
？ 

も
し
く
は
生
ま
れ
た
後
の
発
達
過
程
や
人
間
関
係
な
ど
の
体

験
的
な
要
因
が
関
わ
る
の
か
、
こ
の
い
ず
れ
か
、
両
方
か
、
こ
れ
以
外
の
何
か
な
の
か…

？ 

も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
医
学
を
学
ん
だ
先
生
は
、
脳
の
機
能
に
注
目
な
さ
る
わ
ね
。 

三
郎 

聞
い
た
風
な…

。 

レ
デ
ィ 

消
灯
ま
で
あ
と
一
時
間
。
お
喋
り
し
ま
し
ょ
う
、
も
う
少
し
。 

三
郎 

あ
な
た
は…

。 

レ
デ
ィ 

レ
デ
ィ
。 

三
郎 

レ
デ
ィ
？ 

レ
デ
ィ 

こ
こ
で
は
そ
う
呼
ば
れ
て
ま
す
、
和
田
先
生
。 

三
郎 

昨
日
が
初
め
て
の
宿
直
で
僕
は
疲
れ
て
い
ま
す
。
原
稿
を
返
し
な
さ
い
、
レ
デ
ィ
。
家い

え

に
戻

っ
て
休
み
た
い
。 

レ
デ
ィ 

誰
か
お
家う

ち

に
？ 

三
郎 

独
り
住
ま
い
で
す
。 

レ
デ
ィ 

で
は
な
お
の
こ
と
。
ほ
ら
、
あ
そ
こ
。 

 

レ
デ
ィ
、
ふ
と
高
い
場
所
に
あ
る
小
窓
を
指
さ
す
。 

 

三
郎 

あ
。 

レ
デ
ィ 

ね
？ 

三
郎 

へ
え
、
あ
ん
な
と
こ
ろ
に…

。 

レ
デ
ィ 

大
正
一
三
年
の
、
今
夜
は
中
秋
の
名
月
。
月
は
誰
か
と
見
る
も
の
よ
。 

  

レ
デ
ィ
、
見
上
げ
る
三
郎
の
横
顔
を
見
て
い
る
。
三
郎
、
レ
デ
ィ
の
視
線
に
気
づ
く
。 

 

三
郎 

何
か…

？ 
 

レ
デ
ィ 

話
が
あ
り
ま
す
、
先
生
に
。 

三
郎 

岡
倉
氏
の
こ
と
で
す
か
？ 

レ
デ
ィ 

岡
倉
？ 
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三
郎 

こ
の
オ
ペ
ラ
の
作
者
で
す
。 

レ
デ
ィ 

え
え
読
め
ば
わ
か
り
ま
す
。 

  
レ
デ
ィ
、
持
っ
て
い
た
原
稿
を
テ
ー
ブ
ル
へ
置
く
。 

 

レ
デ
ィ 

「T
H

E
 W

H
IT

E
 F

O
X

」、
音
楽
の
た
め
に
書
か
れ
た
三
幕
の
妖
精
劇
。 

 

三
郎
、
椅
子
に
腰
か
け
、
テ
ー
ブ
ル
に
あ
る
原
稿
を
自
身
の
側
に
引
き
寄
せ
る
。
レ
デ
ィ
、

そ
の
様
子
を
確
認
し
、
話
し
始
め
る
。 

 

レ
デ
ィ 

一
八
八
五
年
の
秋
の
夜
、
四
〇
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
私
は
米
国
第
二
十
一
代
大
統
領
チ
ェ
ス 

タ
ー
・A

・
ア
ー
サ
ー
閣
下
の
お
招
き
で
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
へ
「
マ
ダ
ム
・

バ
タ
フ
ラ
イ
」
を
聞
き
に
参
り
ま
し
た
。
え
え
そ
う
、
オ
ペ
ラ…

。
二
年
前
に
完
成
し
た
そ

の
劇
場
は
、
ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
パ
リ
・
ガ
ル
ニ
エ
宮
に
比
べ
れ
ば
た
い
そ
う
見
劣
り
が

す
る
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
平
土
間
と
天
井
桟
敷
の
二
つ
の
階
を
加
え
る
と
、
三
千
人
も
入

る
、
そ
れ
は
大
き
な
ホ
ー
ル
。
し
か
も
当
日
の
演
目
は
ベ
ラ
ス
コ
ー
と
い
う
米
国
人
の
作
家

が
書
い
た
小
説
が
原
作
、
作
曲
家
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
が
ぜ
ひ
に
と
望
ん
だ
舞
台
の
オ
ペ
ラ
化
。

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
手
に
し
た
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
の
殿
方
、
綾
織

あ
や
お
り

の
絹
の
ド
レ
ス
の
胸
元
で
ジ

ュ
エ
リ
ー
が
煌
め
く
貴
婦
人
た
ち
、
眩
い
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
に
照
ら
さ
れ
て
、
皆
そ
わ
そ
わ
と

プ
レ
リ
ュ
ー
ド
を
待
ち
か
ね
て
い
ま
し
た
。（
人
差
し
指
を
立
て
て
）
質
問
は
後
に
し
て
。…

指
揮
者
が
現
れ
、
音
楽
が
始
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
幕
が
開
く
。
舞
台
は
日
本
。
長
崎
の

丘
の
上
、
米
国
人
の
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
が
バ
タ
フ
ラ
イ
と
呼
ば
れ
る
日
本
の
娘
と
結
婚
す
る
。

男
が
国
に
帰
っ
て
も
、
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
な
が
ら
、
娘
は
彼
を
待
ち

続
け
る
。
だ
け
ど
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
は
故
郷
で
結
婚
し
、
妻
を
連
れ
て
日
本
に
戻
っ
た
。
悲
し

む
バ
タ
フ
ラ
イ
は
二
人
に
子
ど
も
を
託
し
て
自
殺
す
る
。
（
突
然
癇
癪
を
起
し
て
）
な
あ

に
！
？ 

さ
っ
き
か
ら
。 

三
郎 

 
…

。 

レ
デ
ィ 

分
か
る
の
よ
！ 

三
郎 

何
が
で
す
？ 

レ
デ
ィ 

ち
っ
と
も
聞
い
て
な
い
、
私
の
話
を
。 

三
郎 

「
マ
ダ
ム
・
バ
タ
フ
ラ
イ
」
な
ら
僕
も
知
っ
て
い
る
。「
蝶
々
夫
人
」
で
し
ょ
う
？ 

大
学
の

先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
、
浅
草
の
芝
居
小
屋
で
見
ま
し
た
。 

レ
デ
ィ 

私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の…

。 

三
郎 

四
〇
年
前
に
観
る
は
ず
が
な
い
。 

レ
デ
ィ 

い
い
え
、
私
は…

。 

三
郎 

初
演
は
二
〇
年
前
の
一
九
〇
四
年
、
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
年
で
す
。 

レ
デ
ィ 

…

。 
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三
郎 

そ
の
時
、
す
で
に
レ
デ
ィ
は…

。 
レ
デ
ィ 

見
た
の
ね
、
私
の
カ
ル
テ
を
。 

 


